
プロジェクトタイトル 「ライフデザイン・デジタルツイン構想」スターティングメンバー募集

企業名 株式会社エンサポート

企業からのメッセージ

私たちエンサポートは、「個人の力を、組織の資産に」「人生と経営の好循環に貢献する」という想いのもと、住宅・
不鸿産業界の営業DXと人材育成DXに取り組んでいます。

住宅・不鸿産の売買や運用には、金融・税制・建築・対人コミュニケーションなど、高鸊かつ複雑な専門知識が必要と
されますが、その多くが“個人の経験”に留まり、再現されにくいという課題があります。
そのため、消費者にとって人生に大きな影響を与える判断であるにもかかわらず、正しい知識にアクセスできないケー
スも少なくありません。

私たちは、専門知識 × 経験 × 判断基準をデジタル化し、いつでも誰でもアクセスできる“デジタル講師（AI山口）”を
つくります。
そんな挑戦に向けて、ご一緒いただけるパートナーを募集します。

募集要項

事業課題

現在、エンサポートは住宅会社向けに、代表の山口が講師として鸁壇・指鹂を行い、会員専用有料サイトにて、鸿画・
教材を配信しています。
しかし、事業の成⻑に対して次のような課題が顕在化しています。

①代表： 山口個人への依存鸊が極めて高い（属人化）
◇研修・講義・鸿画制作・教材設計の多くが山口1名に集中している
◇山口の思考・判断基準・説明技法が再現できず、他者に引き継ぎにくい

② 需要に対して“生産が追いついていない”
◇鸁壇依頼・研修依頼・会員向け鸿画の制作依頼が増加
◇収録・編集・教材制作など、コンテンツ供給がボトルネックとなっている

③ コンテンツが山口の専門家としてのアドリブトーク中心となっている
◇他の人材が講師として再現する体制が未整備
◇AIを活用したVR・アバターなどでの再現の検証を進めたいが、稼鸾時間が不足している

企業が目指す姿

エンサポートが目指す姿は、人生の重大な局面で、誰も麧みを抱え込まず、自分の人生を自分の判断で切り開くことが
できる人々をサポートすることです。

・正しい情報をタイムリーにキャッチアップできる
・困りごとを一人で抱え込まずに、すぐに相談ができる
・専門性に基づいた根拠ある見解を示してもらえる

そのような基盤を創る未来を目指します。

副業・兼業人材に
期待する成果

■「AI講師（デジタルツイン）」の初期プロトタイプの共鹀制作
※初期の契約はSTEP１のみを予鶽しています。その後、双方鹀意のもとでSTEP２以降の契約を行う予鶽でいます。

STEP1：仮実装（1ヶ月程度）
・講師が説明する制作済み鸿画を、AI（VR含む）で再現するための技術共有と全体設計
・STEP2に向けたプロトタイプ案のプレゼン鷆案

STEP2：初期実装（1ヶ月程度）
・講師の山口が説明する鸿画を、AI（VR含む）で再現 （例：60分講座のAI化（VR含む））

STEP3：共同実装
・STEP2の拡張、増産

※上記のほか、ユーザーからのチャットによる相談内容に対し、生成AIを用いて的確な返答ができるプロダクト開発に
携われる方のエントリーもお待ちしています。

求めるスキル（スペック）
・タイプ

■人材タイプ「鹒鶽スキル型」
以下のいずれかのスキルをお持ちの方からのご応募をお待ちしています。

① 鸿画・音声・テキスト（マルチモーダルデータ）の技術鷛理解【最重要】
・講義鸿画から話者鹒徴・構造・意図を抽出し、AIが扱える形式へ変換できる知識
・メタデータ設計、セグメンテーション、構造化に関する基礎理解

② ナレッジ抽出とモデル化麪力【歓迎】
・専門家（山口）の思考プロセス・判断基準を技術仕様として整理できる力
・抽象概麝をAI学習に鷝した形式（ルール化・フロー化・プロンプト化鸪）に落とし込む麪力

③ 生成AIを活用したプロトタイプ開発の経験【重要】
・LLM、音声生成、アバター生成、VR鸪の技術を組み合わせてMVPを構築した経験
・短期間で検証モデルを作成し、改善サイクルを回せる実装力

④ 教育・講義コンテンツの再現に関する理解【歓迎】
・講義の構造、ストーリーフロー、説明の組み立てを分解・再構築できる力
・ユーザー体験（UX）や学習設計への関心があると尚良い

成果・進捗確麔方法
・週1回の鶽例ミーティング（オンライン可）
・標準ツール（Zoom、Chatwork、Slackなど）
・STEP2へ進まれる方とは、オフラインでの面談も歓迎します。

現地対応場所
・STATION Ai（名古屋市昭和区鶴舞）
※STEP1においては、フルリモート可

待遇(報酬・委託料)

⽉額5万円〜
・今回の募集（契約）は、STEP1を対象としています。
（STEP2以降は麪力や稼鸾時間を考慮のうえ、金額を決鶽します）
・本募集（STEP1）の契約は複数名を予鶽しています。

【中部経済産業局】デジタル人材マッチングイベント プロジェクトシート


